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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ライン、詳細にはエナジー・ガイド・チェーン用の誘導装置であって、前記ラインは、
その一部分（上部ラン）を別の部分（下部ラン）の上に配置することができ前記上部ラン
と前記下部ランとが弓形部により接続されるように変位可能であり、前記誘導装置は、前
記上部ランおよび／または前記下部ランを誘導するために、少なくとも１つの領域内に、
横方向に対向する関係で配設されている誘導壁を有し、前記誘導壁は、横方向に相互に対
向する壁要素（１、２、４５、５１）を含み、前記横方向に相互に対向する壁要素（１、
２、４５、５１）は、それぞれ、前記壁要素（１、２、４５、５１）の長手方向に互いに
反対向きの２つの端面（９、１０）と、前記横方向に対向する壁要素（１、２、４５、５
１）から反対向きの外面（１３）と、前記横方向に対向する壁要素（１、２、４５、５１
）に向かって面する内面（５）と、上面（８）と、下面（１９）とを有し、誘導壁を形成
している前記壁要素（１、２、４５、５１）は、それらがそれらの内面（５）に、前記誘
導壁全体に亘って延在する連続した誘導面を形成するように、それらの前側端部の領域内
で接続される、誘導装置において、前記壁要素（１、２、４５、５１）は、プラスチック
から一体に形成され、それらの前側端部の前記領域内に一体に形成される第１の固定手段
（６）を有し、直接隣接する壁要素（１、２、４５、５１）にポジティブ・ロッキング固
定かつ／またはフォース・ロッキング固定し、そこから分離することもそれらに対して任
意の方向で枢動運動することもないようにし、
　前記壁要素（１、２、４５、５１）は、縁部（２６、２７）を有し、前記縁部（２６、
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２７）は、それらの前側端部の前記領域内で前記対向して配設されている壁要素（１、２
、４５、５１）の方へ向けられ、前記対向して配設されている壁要素（１、２、４５、５
１）の前記縁部（２６、２７）に接続され得り、
　前記縁部（２６、２７）は中間縁部（３２）の介在により共に接続され得り、
　２つの直接隣接する壁要素（１、２、４５、５１）の前記隣接する縁部（２６、２７）
は、一緒に、中間縁部（３２）への接続のための係止手段を形成することを特徴とする、
誘導装置。
【請求項２】
　前記壁要素（１、２、４５、５１）は、前記壁要素（１、２、４５、５１）を基部等に
固定する、一体に形成される第２の固定手段を有することを特徴とする、請求項１に記載
の誘導装置。
【請求項３】
　両誘導壁の前記壁要素は相互に同一の形態であることを特徴とする、請求項１または２
に記載の誘導装置。
【請求項４】
　前記壁要素（１、２、４５、５１）はそれらの全高に亘って実質的に同一の壁厚である
ことを特徴とする、請求項１から３のいずれか一項に記載の誘導装置。
【請求項５】
　前記壁要素（１、２、４５、５１）はそれらの前記上面（８）の領域内で外向きに湾曲
していることを特徴とする、請求項１から４のいずれか一項に記載の誘導装置。
【請求項６】
　それらの２つの端部のうちの一方の領域内で、前記壁要素（１、２、４５、５１）は、
対象の前記端面で突出している少なくとも１つの突出部を有し、それらの他方の端部の領
域内で、前記突出部に対応しておりかつ直接隣接する壁要素（１、２、４５、５１）の前
記突出部が導入され得る開口部を有することを特徴とする、請求項１から５のいずれか一
項に記載の誘導装置。
【請求項７】
　前記壁要素（１、２、４５、５１）は平坦な端面（９、１０）を有することを特徴とす
る、請求項１から５のいずれか一項に記載の誘導装置。
【請求項８】
　前記壁要素（１、２、４５、５１）は、それらの前側端部の前記領域内のそれらの端面
（９、１０）に突出している突出部（１１、１２）を有し、前記突出部（１１、１２）は
、他方の前側端部の前記突出部（１つまたは複数）（１１または１２）に対して高さが変
位した関係で前側端部に配置され、その結果、それらが直接隣接する壁要素（１、２、４
５、５１）の外面領域を少なくとも部分的に覆いかつ少なくとも１つの突出部（１１）が
、高さに関しては中間領域を有さずに２つの突出部（１２）間で係合するようにされてい
ることを特徴とする、請求項７に記載の誘導装置。
【請求項９】
　前記突出部（１１、１２）は、それらが直接隣接する壁要素（１、２、４５、５１）の
前記外面（１３）を少なくとも部分的に覆うように、前記壁要素（１、２、４５、５１）
上に外部から配置されていることを特徴とする、請求項８に記載の誘導装置。
【請求項１０】
　前記壁要素（１、２、４５、５１）は、それらの２つの前側端部の前記領域内に一体的
に形成される、相互に対応する係止手段（１４、１５）を有し、それら係止手段は、それ
らが係止接続を形成して、直接隣接する壁要素（１、２、４５、５１）の前記対応する係
止手段（１５、１４）と共に、長手方向で前記壁要素（１、２、４５、５１）が互いに解
放するのを防止するようになっていることを特徴とする、請求項１から９のいずれか一項
に記載の誘導装置。
【請求項１１】
　前記前側端部の一方の前記領域内で、前記係止手段（１４）は、係止領域（１６）を備
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えた、対象の前記端面（１０）で突出している突出部の形であり、他方の前側端部の前記
領域内で、前記対応する係止手段（１５）は、直接隣接する壁要素（１、２、４５、５１
）の前記突出部の前記係止領域（１６）が、係止を掛けられる開口部（１７）を設けられ
ていることを特徴とする、請求項１０に記載の誘導装置。
【請求項１２】
　前記突出部の前記係止領域（１６）は前記壁要素（１、２、４５、５１）の前記外面（
１３）から突出しており、前記係止領域（１６）に対応する前記開口部（１７）は、前記
壁要素（１、２、４５、５１）の前記外面（１３）から突出している部分（１８）に設け
られていることを特徴とする、請求項１１に記載の誘導装置。
【請求項１３】
　前記開口部（１７）は前記部分（１８）における窓様形態であり、前記係止領域（１６
）は前記窓様開口部（１７）に対応することを特徴とする、請求項１２に記載の誘導装置
。
【請求項１４】
　前記開口部（１７）を有する前記部分（１８）は、前記壁要素（１、２、４５、５１）
の対象の前記端面（９、１０）で、それぞれ半分だけ突出していることを特徴とする、請
求項１２または１３に記載の誘導装置。
【請求項１５】
　前記壁要素（１、２、４５、５１）を基部等に固定する前記第２の固定手段（７）は、
前記壁要素（１、２、４５、５１）の前記下面（１９）に平行に延在し、かつ前記壁要素
（１、２、４５、５１）の前記端面（９、１０）に対して突出しており、かつ直接隣接す
る壁要素（１、２、４５、５１）への壁要素（１、２、４５、５１）の接続時に重なる固
定ラグ（２０、２１）の形であることを特徴とする、請求項２から１４のいずれか一項に
記載の誘導装置。
【請求項１６】
　前記固定ラグ（２０、２１）は、前記壁要素（１、２、４５、５１）の前記外面（１２
）で外向きに延在することを特徴とする、請求項１５に記載の誘導装置。
【請求項１７】
　前記固定ラグ（２０、２１）の重なり領域において、溝形接続が実現されることを特徴
とする、請求項１６に記載の誘導装置。
【請求項１８】
　前記上面（８）まで前記壁要素（１、２、４５、５１）の前記前側端部の前記領域内に
延在し、かつ前記壁要素（１、２、４５、５１）の前記外面（１３）に一体に形成され、
かつ前記端面（９、１０）から離間されて配置されており、前記固定ラグ（２０、２１）
と共に角度を形成している縁部（２４、２５）が設けられていることを特徴とする、請求
項１５から１７のいずれか一項に記載の誘導装置。
【請求項１９】
　誘導レール（３３）が、前記誘導装置内で変位可能なライン、詳細にはエナジー・ガイ
ド・チェーンの前記下部ランを支持するために、少なくとも一対の対向壁要素の前記内面
（５）に（一体に）形成されることを特徴とする、請求項１から１８のいずれか一項に記
載の誘導装置。
【請求項２０】
　誘導レール（３３）は、前記誘導装置内で変位可能なライン、詳細にはエナジー・ガイ
ド・チェーンの前記上部ランを支持するために、少なくとも一対の対向壁要素（１、２、
４５、５１）の前記内面（５）に一体に形成されることを特徴とする、請求項１から１９
のいずれか一項に記載の誘導装置。
【請求項２１】
　前記壁要素（１、２、４５、５１）の壁領域は、前記上部ランのための前記誘導レール
（３３）の真下で、直接隣接する壁要素（１、２、４５、５１）を接続する前記第１の固
定手段（６）と、任意選択で、前記壁要素（１、２、４５、５１）を基部等に固定する第
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２の固定手段（７）との間で遮断されることを特徴とする、請求項２０に記載の誘導装置
。
【請求項２２】
　別個の誘導レール（４６）が、前記誘導装置内で変位可能なライン、詳細にはエナジー
・ガイド・チェーンの前記上部ランを支持するために、少なくとも一対の対向壁要素（１
、２、４５、５１）の前記内面（５）に設けられており、その誘導レールは、前記壁要素
（１、２、４５、５１）の異なる高さに、ポジティブ・ロッキング関係および／またはフ
ォース・ロッキング関係で固定され得ることを特徴とする、請求項１から２１のいずれか
一項に記載の誘導装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ライン、詳細にはエナジー・ガイド・チェーン用の誘導装置に関し、ライン
は、その一部分（上部ラン）を別の部分（下部ラン）の上に配置することができ上部ラン
と下部ランとが弓形部により接続されるように変位可能であり、誘導装置は、上部ランお
よび／または下部ランを誘導するために、少なくとも１つの領域内に、横方向に対向する
関係で配設されている誘導壁を有し、誘導壁は、横方向に相互に対向する壁要素を含み、
横方向に相互に対向する壁要素は、それぞれ、壁要素の長手方向に互いに反対向きの２つ
の端面と、横方向に対向する壁要素から反対向きの外面と、横方向に対向する壁要素に向
かって面する内面と、上面と、下面とを有し、誘導壁を形成している壁要素は、それらが
それらの内面に、誘導壁全体に亘って延在する連続した誘導面を形成するように、それら
の前側端部の領域内で接続される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００２】
　本発明の目的は、誘導壁を有するそのような誘導装置を改良し、結果として、それがよ
り容易に組み立てられることが可能であり、かつ誘導壁を形成している壁要素が安定的に
接続され得るようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明によれば、壁要素が、プラスチックから一体に形成され、それらの前側端部の領
域に一体に形成される第１の固定手段を有し、直接隣接する壁要素にポジティブ・ロッキ
ング固定かつ／またはフォース・ロッキング固定し、そこから分離することもそれらに対
して任意の方向で枢動運動することもないようにするという点において、本明細書の冒頭
に記載されている種類の誘導装置により、その目的が達成される。
【０００４】
　直接隣接する壁要素を接続する第１の固定手段は、詳細には、複数の壁要素を有する誘
導壁を含む誘導装置の部分が、さらなる（別個の）固定手段を用いずに、それら自体で安
定している構成要素を形成するように適合されることが可能であり、それらの構成要素は
、搬送時にかつ組立てにおいて、確実に扱われることが可能であり、それらはそれらの全
長に亘って自立している。
【０００５】
　壁要素は例えば０．５ｍと１ｍの間の長さである。安定した構成要素を形成する２つま
たは３つの相互接続された壁要素は、１ｍと３ｍの間の長さである。
【０００６】
　隣接する壁要素を接続する第１の固定手段は、さらに、誘導装置の誘導壁の各第２の壁
要素または第３の壁要素のみが基部、例えばクレーン設備における取付けブラケット、に
固定されなければならないように設計され得る。
【０００７】
　好適な実施形態では、壁要素は、壁要素を基部等に固定する、一体に形成される第２の
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固定手段を有する。
【０００８】
　詳細には、両誘導壁の壁要素は相互に同一の形態であり得る。
【０００９】
　さらに、壁要素はそれらの全高に亘って実質的に同一の壁厚であり得る。
【００１０】
　誘導装置内へのライン、詳細にはエナジー・ガイド・チェーンのより良好な挿入のため
に、壁要素はそれらの上面の領域において外向きに湾曲していることが好ましい。
【００１１】
　第１の固定手段を形成するために、壁要素は、それらの２つの端面のうちの一方の領域
内で、対象の端面で突出している少なくとも１つの突出部を有することができ、それらの
他方の端部の領域内で、突出部に対応しておりかつ直接隣接する壁要素の突出部が導入さ
れ得る開口部を有する。
【００１２】
　好適な発展形態では、壁要素は平坦な端面を有し得る。その場合、壁要素は、それらの
前側端部の領域内のそれらの端面に突出している突出部有し、突出部は、他方の前側端部
の突出部（１つまたは複数）に対して高さが変位した関係で前側端部に配置され、その結
果、それらが直接隣接する壁要素の外面領域を少なくとも部分的に覆い、少なくとも１つ
の突出部が、高さに関しては中間領域を有さずに２つの突出部間に係合するようにされて
いる。
【００１３】
　突出部は、それらが直接隣接する壁要素の外面を少なくとも部分的に覆うように、壁要
素上に外部から配置されていることが好ましい。
【００１４】
　有利な発展形態では、壁要素は、それらの２つの前側端部の領域内に一体的に形成され
る、相互に対応する係止手段を有し、それら係止手段は、それらが係止接続を引き起し、
直接隣接する壁要素の対応する係止手段と共に、長手方向で壁要素が互いに解放するのを
防止することができるようになっている。
【００１５】
　好適な実施形態では、前側端部の一方の領域内で、係止手段は、係止領域を備えた、対
象の端面で突出している突出部の形であり、他方の前側端部の領域内で、対応する係止手
段は、直接隣接する壁要素の突出部の係止領域が係止可能である開口部を設けられている
。
【００１６】
　突出部の係止領域は壁要素の外面から突出していることが可能であり、係止領域に対応
する開口部は、壁要素の外面から突出している部分に設けられている。
【００１７】
　好適な発展形態では、開口部は部分における窓様形態であり、係止領域は窓様開口部に
対応する。
【００１８】
　係止領域および開口部を有する部分は、対象の端面でそれぞれ半分だけ突出している。
詳細には、係止領域および開口部を有する部分は、直接隣接する壁要素の接続状態では、
互いに当接してもたれる壁要素の端面に関して実質的に対称形態であり得る。
【００１９】
　壁要素を基部等に固定する第２の固定手段は、壁要素の下面に平行に延在し、かつ壁要
素の端面に対して突出しており、かつ直接隣接する壁要素への壁要素の接続時に重なる固
定ラグの形であることが好ましい。
【００２０】
　固定ラグは外向きに、詳細には壁要素の外面で、延在することが可能である。あるいは
、それらが壁要素の内面に各対向して配設されている壁要素の方向に延在するように設け
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られることが可能である。
【００２１】
　長手方向の直接隣接する壁要素の分離に対するさらなる安全装置を設けるために、固定
ラグの重なり領域において、溝形（ｔｏｎｇｕｅ－ａｎｄ－ｇｒｏｏｖｅ）接続が実現さ
れ得る。溝は、壁要素の長手方向に対して横方向に、一方の固定ラグの、壁要素の対象の
端面から反対向きの端部に延在することが好ましく、一方、舌部（ｔｏｎｇｕｅ）は、壁
要素の他方の端面で突出している対応する端部に、横方向に延在する。
【００２２】
　好適な構成では、上面まで壁要素の前側端部の領域内に延在し、かつ壁要素の外面に一
体に形成され、かつ端面から離間されて配置されており、固定ラグと共に角度を形成して
いる縁部（ｌｉｍｂ）が設けられている。
【００２３】
　さらに、本発明の好適な発展形態が、壁要素が縁部を有し、縁部は、それらの端部の領
域内で対向して配設されている壁要素の方へ向けられ、対向して配設されている壁要素の
縁部に接続され得ることを実現する。
【００２４】
　詳細には、縁部は中間縁部の介在により共に接続され得る。誘導装置内で誘導されるラ
イン、詳細にはエナジー・ガイド・チェーンの幅への適合のために、異なる長さの中間縁
部を設けることが可能であり、中間縁部は、壁要素上に形成される縁部に解放可能に接続
されることが可能である。
【００２５】
　２つの直接隣接する壁要素の隣接する縁部は、一緒に、好ましくは互いに当接してもた
れて、中間縁部への接続のための係止手段を構成することができる。そのように、直接隣
接する壁要素は共により一層強力に保持される。
【００２６】
　さらに、誘導レールが、誘導装置内で変位可能なライン、詳細にはエナジー・ガイド・
チェーンの下部ランを支持するために、少なくとも一対の対向して配設されている壁要素
の内面に一体に形成され得る。
【００２７】
　下部ランの自由端が誘導装置に対して固定された接続を有し、かつ上部ランの自由端が
誘導装置に対して可動の接続を有する、ライン、詳細にはエナジー・ガイド・チェーンの
配置の場合には、下部ランのために形成される誘導レールを備えた壁要素は、ラインの変
位時に、固定接続から概ね下部ランの最大長に亘って延在する。その第１の部分では、上
部ランは、下部ランの上に、例えば自立した関係で延在し得るか、または所定の自立した
長さの後、下部ラン上で支持され得る。より長い移動距離が関与する場合、誘導装置の前
述の第１の部分の外側のすなわち下部ランの固定された接続を越えた上部ランのための支
持が、誘導装置の第２の部分に設けられている。第２の部分は、ライン、詳細にはエナジ
ー・ガイド・チェーンの変位時に、固定された接続から概ね上部ランの最大長に亘って延
在する。
【００２８】
　その第２の部分では、誘導装置は壁要素を有することが可能であり、その内面に、ライ
ン、詳細にはエナジー・ガイド・チェーンの上部ランのために、誘導レールが一体に形成
される。
【００２９】
　それらの壁要素の壁領域は、上部ランのための誘導レールの真下で、直接隣接する壁要
素の接続のための第１の固定手段と、任意選択で、壁要素を基部等に固定する第２の固定
手段との間で遮断される可能性がある。
【００３０】
　前述の部分の一体の壁要素は各々同一であることが好ましい。
【００３１】
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　上部ランのために一体に形成される誘導レールの代替案として、対向して配設されてい
る壁要素は、それらの内面に、誘導装置の前述の第２の部分に、上部ランのための別個の
誘導レールを有することができ、別個の誘導レールは、壁要素の異なる高さに、ポジティ
ブ・ロッキング関係および／またはフォース・ロッキング関係で固定され得ることが好ま
しい。
【００３２】
　誘導レールは、横断面において角度のある細長い要素の形であることが可能であり、１
つの脚部は対象の壁要素に固定することを目的としており、１つの脚部に対して実質的に
垂直に延在する第２の脚部は、上部ランを支持することを目的としている。固定目的に役
立つ脚部は、その端部の領域内にかつ好ましくはまた中心領域内に、壁要素の方へ向けら
れているノブを有することが可能であり、ノブはポジティブ・ロッキング関係および／ま
たはフォース・ロッキング関係で、壁要素にある、ノブに対応する開口部内に係合する。
【００３３】
　壁要素上での上部ランのための別個の誘導レールの高さ調節を可能にするために、複数
の相互に重ねられた開口部が壁要素にそれぞれ設けられることが可能である。
【００３４】
　下部ランのために一体に形成される誘導レールを備えたそのような壁要素は、誘導装置
の前述の第１の部分および第２の部分を形成するのに使用されることが可能であり、上部
ランのための別個の誘導レールは、第２の部分においてのみ壁要素に固定されている。本
実施形態では、誘導装置に使用される全ての壁要素は同一であり得る。
【００３５】
　本発明の好適な実施形態が、図面を参照して、以下により詳細に記載されている。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１ａ】２つの各直接隣接する壁要素を含む、誘導装置の部分の斜視図である。
【図１ｂ】図１ａに示されている部分の平面図である。
【図１ｃ】図１ａに示されている部分の外面の側面図である。
【図１ｄ】矢印Ａの方向の、図１ａに示されている部分の端面図である。
【図２ａ】図１ａの右に示されている壁要素の１つの内面の斜視図である。
【図２ｂ】壁要素の外面の斜視図である。
【図２ｃ】壁要素の外面の側面図である。
【図２ｄ】壁要素の内面の側面図である。
【図２ｅ】図２ａの矢印Ｂの方向の、壁要素の端面図である。
【図３ａ】図１ａの左に示されている壁要素の１つの外面の斜視図である。
【図３ｂ】壁要素の内面の斜視図である。
【図３ｃ】壁要素の外面の側面図である。
【図３ｄ】壁要素の内面の側面図である。
【図３ｅ】図３ａの矢印Ｃの方向の、壁要素の端面図である。
【図４ａ】２つの壁要素をそれぞれ含む、誘導装置の部分のための第２の実施形態の斜視
図である。
【図４ｂ】図４ａに示されている部分の平面図である。
【図４ｃ】図４ａに示されている部分の外面の側面図である。
【図４ｄ】図４ｃの領域Ａの拡大図である。
【図４ｅ】矢印Ｄの方向の、図４ａに示されている部分の端面図である。
【図５ａ】図４ａに示されている壁要素の１つの外面の斜視図である。
【図５ｂ】壁要素の内面の斜視図である。
【図５ｃ】壁要素の外面の側面図である。
【図５ｄ】壁要素の内面の側面図である。
【図５ｅ】図５ｂの矢印Ｅの方向の、壁要素の端面図である。
【図６ａ】図４ａに示されている誘導レールの内面の斜視図である。
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【図６ｂ】誘導レールの外面の斜視図である。
【図６ｃ】誘導レールの内面の斜視図である。
【図６ｄ】誘導レールの外面の側面図である。
【図６ｅ】図６ｂの矢印Ｆの方向の、誘導レールの斜視図である。
【図７ａ】壁要素のさらなる実施形態の外面の斜視図である。
【図７ｂ】壁要素の内面の斜視図である。
【図７ｃ】壁要素の外面の側面図である。
【図７ｄ】壁要素の内面の側面図である。
【図７ｅ】図７ｂの矢印Ｇの方向の、壁要素の端面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　図１ａから図１ｄまでは、誘導装置の第１の実施形態の部分を示し、部分は、各々が２
つの壁要素１、２を含む２つの相互に対向する誘導壁を含む。図１ａの右下に示されてい
る壁要素１は、それと同一のさらなる壁要素１により隣接されており、エナジー・ガイド
・チェーン（図示せず）の下部ランを支持する誘導装置の第１の部分を形成している。同
様に、図１ａの左上に示されている壁要素２が、それと同一のさらなる壁要素２により隣
接されており、エナジー・ガイド・チェーンの上部ランを支持し誘導する誘導装置の第２
の部分を形成している。図１ａの図から認められる誘導装置は、そこにおいて誘導される
エナジー・ガイド・チェーンの下部ランの自由端が、例えば図１ａに示されている壁要素
１間に、固定された接続を有し、かつ上部ランが誘導装置に対して可動の接続を有するよ
うに設計されている。エナジー・ガイド・チェーンの２つのランは弓形部により共に接続
され、エナジー・ガイド・チェーンの弓形部は、誘導装置の前述の部分における変位時に
往復運動で動く。
【００３８】
　前述の第１の部分では、その各長さに応じた上部ランは、下部ランの上に自立関係で延
在するか、または所定の自立した長さの後、下部ラン上に支持され得る。上部ランが、そ
れが下部ランにより支持されている可能性がある前述の第１の部分の上に延在し、誘導装
置の前述の第２の部分に入る場合、上部ランは、壁要素２の内面に配置されている誘導レ
ール３により、そこで支持され、誘導される。誘導レール３の上面４の高さは、少なくと
もおおよそ、第１の部分に配設されている、エナジー・ガイド・チェーンの下部ランの高
さに対応する。
【００３９】
　第１の部分および第２の部分の壁要素１、２はそれぞれ互いに同一であり、プラスチッ
クから一体に射出されている。また、図１ａに認められる通り、誘導装置の２つの対向し
て配設されている誘導壁を形成している壁要素１、２は、それらの内面５が、上部ランの
ために壁要素１、２の長手方向にかつ下部ランのために前述の第１の部分に延在する連続
した誘導面を形成するように、それらの相互に対向している端面で共に接続される。換言
すれば、それらの相互に対向している端面の領域内に、壁要素１、２の相互に隣接する内
面５間に自由空間が存在しない。
【００４０】
　壁要素１、２は、それらの前側端部の領域内に一体に形成される第１の固定手段６を有
し、直接隣接する壁要素１、２にポジティブ・ロッキング固定し、そこから分離すること
もそれらに対して任意の方向で枢動運動することもないようにする。以下に記載されてい
る固定手段は、２つまたは３つの壁要素１、２を有する誘導壁を含む誘導装置の部分は、
さらなる別個の固定手段を用いずに、それ自体安定した構成要素を形成するように設計さ
れており、構成要素は、搬送および組立て時に、確実に安全に扱われ、それらはそれらの
全長に亘って自立している。本実施形態において使用されている壁要素１、２は０．５ｍ
の長さであり、相互接続された状態では、２つまたは３つの壁要素１、２を含む、安定し
た構成要素を形成することができる。
【００４１】
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　そのような構成要素では、各第２のまたは第３の壁要素１、２のみが基部、例えばクレ
ーン設備における取付けブラケット、に固定されるのに十分である可能性がある。
【００４２】
　取付けブラケットをやはり含み得る基部に固定するために、壁要素１、２は、一体に射
出成形されている第２の固定手段を有する。
【００４３】
　前述の誘導装置の第１の部分および第２の部分がそれらから構成されている２つの壁要
素１、２は、図２ａから図２ｅまでおよび図３ａから図３ｅまでそれぞれに詳細に示され
ている。図から分かる通り、壁要素１、２はそれらの全高に亘って実質的に等しい壁厚で
ある。誘導装置内へのエナジー・ガイド・チェーンのより良好な導入のために、壁要素１
、２はそれらの上面８の領域内で外向きに湾曲している。
【００４４】
　壁要素１、２は平坦な端面９、１０を有する。直接隣接する壁要素１、２を接続する第
１の固定手段６は、壁要素１、２の２つの端部の領域内の端面９、１０でかつ壁要素１、
２の外面１３で突出している突出部１１、１２を含む。端面９における突出部１１は、図
１ｃに示されているように、それらが前端部の領域内で直接隣接する壁要素１、２の外面
を覆いかつ互いの間の高さに関しては中間領域を形成することなく係合するように、端面
１０の突出部１２に対して高さが変位した関係で配置されている。２つの直接隣接する壁
要素１、２が結合された場合、突出部１１、１２は、壁要素１、２の互いの正確な高さ方
向の整合をもたらし、壁要素１、２間の接続を確実にし、それらの長手方向に対する横方
向の解放を防止する。
【００４５】
　直接隣接する壁要素１、２を接続する第１の固定手段６は、壁要素１、２の端部の領域
内に、壁要素１、２上に一体に射出成形されている、相互に対応する係止手段１４、１５
をさらに含む。端面１０の領域内の係止手段１４は、係止領域１６を備えた、対象の端面
１０で突出している突出部の形である。他方の端面９の領域内の、その係止手段１４に対
応する係止手段１５は、直接隣接する壁要素１、２の突出部の係止領域１６の係止が掛け
られることが可能である窓様開口部１７を設けられている。突出部の係止領域１６は壁要
素１、２の外面１３のから突出しており、係止領域１６に対応する窓様開口部１７は、壁
要素１、２の外面から突出している部分１８内に設けられている。
【００４６】
　直接隣接する壁要素１、２の接続された状態では、それらが端面９、１０に関して実質
的に対称であるように、詳細には図１ｃから分かる通り、係止領域１６および窓様開口部
１７を有する部分１８はそれぞれ、壁要素１、２の互いに当接してもたれる端面９および
１０それぞれにおいて半分だけ突出している。
【００４７】
　壁要素１、２を基部に固定する第２の固定手段７は、壁要素１、２の下面１９に平行に
延在する固定ラグ２０、２１の形である。詳細には図１ａおよび図１ｃから分かる通り、
それらは壁要素１、２の端面９および１０それぞれに対して突出ており、直接隣接する壁
要素１、２に接続されると重なる。固定ラグは壁要素１、２の外面１３で外向きに延在す
る。
【００４８】
　分離および傾斜に対抗してさらに確実にするために、溝形接続が固定ラグ２０、２１の
重なり領域内で実現されている。溝２２は、壁要素１、２の各端面９から反対向きの端部
内に、壁要素１、２の長手方向に対して横方向に延在し、一方、舌部２３は、壁要素１、
２の他方の端面１０において突出している対応する端部内に横方向に延在する。
【００４９】
　さらに、壁要素１、２の外面１３に一体に形成されかつ壁要素１、２の端部領域内に上
面８まで延在する縁部２４、２５が存在し、縁部は端面９、１０それぞれから離間されて
配置されており、固定ラグ２０および２１と共に角度を形成している。
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【００５０】
　壁要素１、２をそれらの対向壁要素１、２に固定するために、壁要素１、２の内面５に
、固定ラグ２０、２１の反対側に、縁部２６、２７が射出成形により作り出されており、
縁部２６、２７は、対向する壁要素１、２の縁部２７および２６それぞれに接続され得る
。縁部２６、２７は、それらの自由端に、対向する壁要素１、２の縁部２６と２７の間に
配置されている中間縁部３２上で係止手段３０および３１と協働する係止手段２８、２９
を設けられている。異なる長さの中間縁部３２により、誘導装置の幅、すなわち対向する
壁要素１、２の内面５の間隔が、誘導されるエナジー・ガイド・チェーンの幅に適合され
ることが可能である。
【００５１】
　固定ラグ２０、２１は、直接隣接する壁要素１、２の固定ラグの重なり時に互いに整合
され、かつ通過するねじまたはボルトを固定するのに役立つ開口部を有する。
【００５２】
　直接隣接する壁要素１、２が接続された場合、図１ｂに示されている通り、縁部２６、
２７は互いに当接してもたれ、一対の縁部を形成する。対の縁部の係止手段２８、２９は
、安定した固定接続を成すために、中間縁部３２上に対向して配設されている係止手段３
０、３１と協働する。
【００５３】
　詳細には図１ｂ、２ｂおよび２ｄから分かる通り、誘導レール３３は、そこに嵌合され
るエナジー・ガイド・チェーンの下部ランを支持するために、壁要素１の内面３に一体に
射出成形されている。誘導レールは、縁部２６と２７との間に延在し、同じ高さに連続し
た上面３４を有する。
【００５４】
　ポジティブ・ロッキング関係および／またはフォース・ロッキング関係で直接隣接する
壁要素１、２に固定する第１の固定手段６を含む、壁要素１、２の前端領域は、固定領域
３５、３６として以下に言及される。それらは、壁要素１、２を基部に固定する第２の固
定手段７を含み得る。検討されている実施形態では、縁部２４および２５から端面９、１
０それぞれまで延在する壁領域３７、３８、ならびにそれらの下面に一体に射出成形され
ている固定ラグ２０、２１は含まれている。
【００５５】
　壁要素１の壁領域３９および４０は、それらが、挿入されるエナジー・ガイド・チェー
ンの下部ランおよびまた上部ランの両方を横方向に誘導するので、固定領域３５および３
６の実質的に全高に亘って延在する。それらの誘導領域と固定領域３５および３６との間
に、壁要素１は、誘導装置に横方向に作用する力との関連で、壁要素１の安定性を高める
外向きに湾曲した膨張部４１を有する。
【００５６】
　図１ａ、１ｃおよび詳細には図３ａから３ｅまでから分かる通り、壁要素２の壁領域４
２は、内面５に射出されている誘導レール３と壁要素１の場合と同じ高さに配置されてい
る上面８との間の、固定領域３５と３６との間に延在する。固定領域３５と３６との間の
、壁領域４２の真下の空間は開いている。
【００５７】
　詳細には図３ｂから３ｄまでから分かる通り、突出部４３が、誘導レール３の端部に配
置されており、突出部４３に対応する溝部４４が誘導レール３の他方の端部に配置されて
いる。２つの直接隣接する壁要素２が嵌合されている場合、突出部４３と溝部４４とは互
いに係合しており、それにより接続の安定性をさらに高める。
【００５８】
　図４ａから４ｅまでが、誘導装置内の、図１ａから図１ｄまでに示されている部分と同
じ場所に配置されている、誘導装置の別の実施形態の部分を示す。前段で検討されている
壁要素１、２に関連して本実施形態において使用される壁要素４５に関しては、差異のみ
が以下に詳述される。図４ａから４ｅまでおよび図５ａから図５ｅまでに示されている壁
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要素４５のその他の詳細に関しては、前述の第１の実施形態に注目されたい。
【００５９】
　誘導装置の第２の実施形態の壁要素４５は全て同一であり、プラスチックから一体に射
出成形されている。壁要素４５は、壁要素４５の内面５の異なる高さに別個の誘導レール
４６を配置する装置を除き、第１の実施形態の壁要素１に相当する。
【００６０】
　詳細には図６ａから６ｅまでから分かる通り、誘導レール４６は角度の付いた横断面の
細長い要素の形であり、１つの脚部４７は、対象の壁要素４５に固定するために設けられ
ており、脚部４７に対して実質的に垂直に延在する第２の脚部４８は、上部ランに当接し
てもたれるために設けられている。固定目的に役立つ脚部４７は、その端部の領域内にか
つ中心領域内に、壁要素４５の方へ向けられたノブ４９を有し、ノブは、ポジティブ・ロ
ッキング関係およびフォース・ロッキング関係で、ノブに対応する、壁要素４５にある開
口部５０内に係合する。
【００６１】
　壁要素４５上の上部ランのための別個の誘導レール４６の高さ調節を可能にするために
、壁要素４５に、それぞれ複数の相互に重なった開口部５０が設けられている。
【００６２】
　上部ランのために一体に形成される誘導レール３３をさらに有するそのような壁要素４
５は、誘導装置の前述の第１の部分および第２の部分を形成するために使用され、上部ラ
ンのための別個の誘導レール４６は、第２の部分においてのみ、壁要素４５に固定される
。
【００６３】
　誘導装置の第３の実施形態では、図７ａから図７ｅまでに示されているような壁要素５
１が使用される。
【００６４】
　図１ａから図１ｂまでおよび図２ａから図２ｂまでに示されている壁要素１に対する唯
一の差異は、壁領域が、固定領域３５と３６との間に窓様開口部５２を有することである
。窓様開口部は、その高さに関しては、一体に射出成形されている誘導レール３３からあ
る間隔の所に延在し、それは下部ランの横方向誘導に十分であり、壁要素５１の上面にお
けるおおよそ外向きに湾曲した領域の所までである。
【００６５】
　前述の第１の実施形態の壁要素１の代わりに、壁要素５１は、誘導装置内で、壁要素２
または前述の第２の実施形態の壁要素４５と共に使用され得る。あるいは、壁要素５１は
、下部ランのための、支持チャネルの形である誘導装置を形成するために使用され得る。
【符号の説明】
【００６６】
　１、２、４５、５１　壁要素
　３、３３、４６　誘導レール
　４、８、３４　上面
　５　内面
　６　第１の固定手段
　７　第２の固定手段
　９、１０　端面
　１１、１２、４３　突出部
　１３　外面
　１４、１５、２８、２９、３０、３１　係止手段
　１６　係止領域
　１７、５２　窓様開口部
　１８　部分
　１９　下面
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　２０、２１　固定ラグ
　２２　溝
　２３　舌部
　２４、２５、２６、２７　縁部
　３２　中間縁部
　３５、３６　固定領域
　３７、３８、３９、４０、４２　壁領域
　４１　膨張部
　４４　溝部
　４７　脚部
　４８　第２の脚部
　４９　ノブ
　５０　開口部
　Ａ　矢印、領域
　Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ　矢印

【図１】 【図２】
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